
日本文化概論Ⅰ日本文化概論Ⅰ 　科目ナンバリング　HIT-101
　　必修　　2単位

渡邉　公太

1. 授業の概要（ねらい）
　本講義は、近現代の著名な日本（人）論の古典を概説し、多くの名著に触れることを目的とします。受講生は講義の内
容を基にし、自らすすんで古典文献を読み、日本文化を学修する上で必要な基礎知識を修得してもらいます。

2. 授業の到達目標
・近現代の日本（人）論の古典を講読する。
・文献から得た知識や物事の見方を正確に他者へ説明できる。
・近現代の日本文化に関する知識を理解できる。
・伝統文化に関する知識を理解できる。

3. 成績評価の方法および基準
・平常点：50％
・中間試験：20％
・最終レポート：30％

4. 教科書・参考文献
教科書
授業で使用する文献

5. 準備学修の内容
授業で使用する文献を書店や図書館で入手し、積極的に講読すること。

6. その他履修上の注意事項
たくさん本を読んでください。

7. 授業内容
【第１回】 初回ガイダンス
【第２回】 福沢諭吉Ⅰ
【第３回】 福沢諭吉Ⅱ
【第４回】 S.スマイルズ
【第５回】 内村鑑三
【第６回】 新渡戸稲造
【第７回】 岡倉天心
【第８回】 中間試験＋レポートに関する説明
【第９回】 中江兆民
【第10回】 夏目漱石Ⅰ
【第11回】 吉野作造
【第12回】 渋沢栄一
【第13回】 夏目漱石Ⅱ
【第14回】 芥川龍之介
【第15回】 総まとめ


